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:  ま え が き

原蚕の全齢人工飼料育の実用化は,微粒子病無毒蚕種の

生産や周年飼育を可能にし,労働の平準化が図られる革新

的技術として期待されている。しかし原蚕の人工飼料育に

関する研究は,従来稚蚕期r_関するものが多く,全齢人エ

飼料育によつてその産卵性まで検討した報告は少ない。

今回, 日138号および支138号を供試して, 5齢用飼料

の桑葉粉末含量および給餌量を種々変えて,食下率および

消化率と繭形質および産卵性との関係について検討したの

で報告する。

2 材料お よび方法

供試蚕品種は全齢人工飼料育によつて 6世代にわたつて

選抜を行つた日138号および支138号である。用いた人エ

飼料の組成は堀江ら(1973)に 準じたが, 1～ 4齢期は

桑葉粉末25%添加した飼料によって材料蚕を飼育した。 5

齢用飼料は,桑葉粉末の添加割合を5%(A飼料),25%
(B飼料 ),“ %(0飼料 )と した3種類を用い,飼料水

分率は69%と した。また, 5齢梨 頭当り生物給餌量は各

飼料とも
'夕

,137,17′ および21夕 の4区を設定し,各

表 : 5齢期の食下率および消化率と繭の計量形質

区の給餌回数は2日 に 1度の 3回 とし,給餌割合は 1回 目

35%, 2回 目40%. 3回 日25%と した。なお予定した給餌

量のほぼ全量を食下しても熟蚕の出現しなかった区につい

ては,その時点で上族させた。 5齢供試蚕数は 1区 宛日

138号 70頭,支 138号 150頭 とし,約 02″のポッパット

で飼育した。飼育中の温湿度は25℃ ,70%RHと し,光線

は給餌等の作業時以外はすべて睛飼育とした。食下率およ

び消化率は常法に従つて乾物量から近似値を求めた。

3 結果および考察

5齢経過日数は商品種とも緑蚕上藤した9夕 区以外は給

餌量による差はみられなかつたが,桑葉粉末添加量の少な

いA飼料では熟蚕の出現が多少早まる傾向がみられた。

5齢期の食下率および消化率と薦の計量形質との関係を

表 1に示した。先ず食下率は日138号ではB, 0飼料の給

餌量17夕 区で68%お よび74%であつたが,A飼料では

'′
区でも64%と低かつた。また,支 138号 では各飼料ともほ

とんど差がなく,13′ 区ではすべて80%以 上であった。こ

れらの結果から給餌した飼料がはは食下される程度の食下

率は65%程度と考えられ, 1頭当りの生物給餌量は日138

号では 13～ 177,支 138号 では13夕 が適しているように

飼  料

給 餌 量
(生 物 )

(夕/頭 )

食 下 率 %) 消 化 率 ∽ 繭  重 (" 蔵 層 重(C7) 繭層歩合的

日138号 支138号 日138号 支138号 日138号 支 138号 日138号 支138号 日138号 支 138号

A

,

13

17

21

64

49

36

29

4'

52

49

50

41

46

45

52

1 38

1 29

1 25

1 32

1

1 73

1 74

214
187

186
187

31 8

36 9

82 8

35 3

15 5

142

200

213

20 8

20 3

B

9

13

17

21

98

82

68

54

1 73

1 98

2 02

2 03

1 60

1 91

1 60

1 69

28 4

325
34 4

33 6

16 4

164
17 0

166

199

19 4

20 9

C

9

17

21

99

90

74

29

100

89

53

47

2 00

1 39

1 85

1 62

1 70

3

33 3

33 7

33 2

24 8

28 4

24 5

26 9

17 1

169
169
169

15 4

151
15 8
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思われた。次に消化率は,両品種とも給餌量による差はみ

られなかつたが,桑葉粉末含量の少ない飼料ほど高い傾向

がみられた。また,品種別では日138号 の方が支138号に

比べて消化率は高かった。繭重,繭層重および繭層歩合

は,日 138号 ではB,0飼料がA飼料よりすぐれ,給餌量

では ,7区 以外は同程度であった。一方支138号では飼料

によつて繭重には差がみられなかつたが,繭層壼および繭

層歩合はA, B飼料に比べ 0飼料で低下し,給餌量では13

′区が最もすくれていた。

表2 5齢期の飼料条件 と産卵性状

飼  料

給 餌 量

(生 物 )

(′ /頭 )

健 蛹 歩 合

(%)

正常卵蛾区歩合

(%)

1蛾平均産卵数

(粒 )

1′ 粒 数

(粒 )

雌蛹 17当 り
造  卵  数

日138号 支 138号 日138号 支138号 日138号 支138号 日138号 支138号 日138号 支138号

A

9

13

17

21

59

75

75

74

38

18

12

10

2,056

1,886

1,926

1,934

2,092

2,092

2,132

2,210

435

418

436

377

B

9

13

17

21

97

90

83

85

30

38

25

21

44

32

48

49

572

585

624

649

616

618

530

5,6

1,897

1,767

1,803

1,805

2.054

2,061

2,169

2 0'3

376

356

361

348

441

359

367

403

0

9

13

17

21

74

74

79

76

96

71

71

81

10

27

14

21

48

13

24

40

524

606

615

603

461

444

495

524

1,849

1,816

1,835

1,852

2,039

2,069

2,236

2,078

360

338

349

348

355

261

327

316

5齢期の飼料条件による健蛹歩合と産卵状態については

表 2に示した。健蛹歩合は日138号では全体的に低かつた

が特r_A飼料の9夕 区で低下した。しかし支138号 ではA,

B飼料の9,13,区が良好であった。正常卵蛾区歩合は両

品種ともに低く,特に不受精卵蛾区が多発した。また,桑

葉粉末合最や給餌量の多少と不受精卵蛾区の出現との間に

は一定の関係がみられなかつた。 1蛾 平均産卵数は日138

号ではB,C銅料の給餌量の少なめの方が勝った。蚕卵 1

夕粒数は飼料別でも給餌量別でも有意差はみられなかつた。

雌蛹 1′ 当りの造卵数は日138号ではどの区でも大きな差

はみられなかつたが,支 138号 ではA,B飼料が 0飼料に

比べて多くなり造卵効率は高かった。

以上の結果から,日 138号にはB,C飼料の13～ 17′ 区が,

支138号にはA,B飼料の13′区が最適であったといえる。こ

のように5齢期の摂食性において日138号と支138号 との間

では違いが現れたので,それぞれの区の消fヒ量と各形質の

相関検定を行つた。その結果は表 3に示したように日138

号では消化量と各形質問には高い正の相関関係がみられた

が,支 138号では有意な相閃関係は存在しなかつた。このこ

とから,日 138号 では食下率が高くかつ消化当の多い飼料

を与えれば繭の形質および産卵数は向上し,栄養条件が各

形質に大きく影響することがわかつた。一方支 138号では

栄養条件による影響はほとんどみられず,その他の環境要

因の影響が大きいように考えられた。さらに食下率はどの

飼料でも差が現れないことから考えて支138号 では 5齢期

の摂食性の幅が, 日138号 より広いように思われた。

表3 消化量と各形質の相関検定結果

形 質
1阜轟

繭  重 繭 層 重基らざ顔17粒数

日138号

支 138号

0 72消

013

0 97‖

052

0 95樹

0 53

0 98林

031

0 82沐
*

016

4  ま  と  め

, 5齢期の飼料条件と繭形質および産卵性との関係につ

て検討した結果,桑葉粉末添加量および給餌量は, 日138

号では25%お よび∞%飼料の13,お よび17″ 区が,支 138

号では 5%お よび25%飼料の13′ 区が良好であつた。

2 不受精,ド蛾区の出現は桑葉粉末含量および給餌量の多

少とは一定の関係がなかつた。

3 5齢期の栄養条件による各形質への影響は支138号に

比べて日138号の方が大きく現れた。
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